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一
二
月
一
〇
日
、
毎
年
恒
例
の
ナ
イ
ト
バ

ザ
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

七
日
町
商
店
街
で
は
、

・
各
店
の
営
業
時
間
を
延
長

・
周
辺
駐
車
場
二
時
間
無
料

・
中
心
商
店
街
百
円
循
環
バ
ス
運
行
時
間
延
長

と
五
時
間
無
料
運
行(

一
六
時
～
二
一
時)

・
バ
ザ
ー
ル
託
児
サ
ー
ビ
ス

そ
れ
ぞ
れ
の
店
舗
で
当
日
限
定
の
サ
ー
ビ
ス

も
ご
ざ
い
ま
す
。

当
日
は
、
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
・
ク
ラ
フ
ト

ナ
イ
ト
等
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

ご
家
族
皆
様
で
、
是
非
ご
来
街
く
だ
さ
い
。

御
殿
堰

大
黒
天
便
り

山
形
市
中
心
市
街
地
を
流
れ

る
御
殿
堰
。
そ
の
豊
か
な
水
の

流
れ
を
見
守
っ
て
い
る
の
が
私

「
御
殿
堰
大
黒
天
」
で
す
。

「
大
黒
天
便
り
」
で
は
、
わ
た
し
大
黒
天
が
御
殿

堰
の
歴
史
・
季
節
の
話
題
・
生
活
の
知
恵
な
ど

『
な
る
ほ
ど
！
』
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
内
容
を

お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
第
一
六
号
で
す
。
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ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
開
催
日
に
、
水
の
町
屋
御

殿
堰
で
は
「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」
を
開
催
致
し

ま
す
。
蜜
蝋
燭
と
竹
筒
ホ
ル
ダ
ー
で
温
か
な
灯

り
を
演
出
致
し
ま
す
。

【
日
付
】
二
〇
一
一
年
一
二
月
一
〇
日
（
土
）

【
時
間
】
一
八
時
～
二
一
時

【
場
所
】
水
の
町
屋

七
日
町
御
殿
堰

【
主
催
】
七
日
町
商
店
街
青
年
会
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ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
開
催
日
に
、
「
ほ
っ
と
な
る

広
場
公
園
」
で
は
『
七
日
町
ク
ラ
フ
ト
ナ
イ
ト
』

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
日
付
】
二
〇
一
一
年
一
二
月
一
〇
日
（
土
）

【
時
間
】
一
一
時
～
二
〇
時

【
場
所
】
ほ
っ
と
な
る
広
場
公
園

【
出
店
】
二
十
三
店
舗

【
内
容
】
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
品
の
展
示
販
売
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三
月
の
吊
る
し
雛
・
五
月
の
端
午
の
節
句
・

七
月
の
夏
飾
り
・
十
月
の
秋
飾
り
。
今
年
か
ら

始
め
た
「
水
の
町
屋
御
殿
堰
・
季
節
の
吊
る
し

飾
り
」
も
5
作
品
目
を
迎
え
ま
し
た
。

一
二
月
か
ら
展
示
開
始
を
す
る
飾
り
は
、
冬

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
飾
り
を
制
作
致
し
ま
し
た
。

水
の
町
屋
御
殿
堰
オ
リ
ジ
ナ
ル
、
全
て
手
作
り

の
作
品
で
す
。

街
中
で
の
季
節
感
を
。
と
始
め
た
吊
る
し
飾

り
。冬

の
吊
る
し
飾
り
も
、
皆
さ
ま
に
気
に
入
っ

て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
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山
形
初
市
は
、
山
形
の
基
礎
を
築
い
た
戦
国
武
将
、

最
上
義
光
の
時
代
か
ら
続
く
伝
統
行
事
で
す
。
十
日

町
に
あ
っ
た
市
神
の
祭
り
と
し
て
始
ま
っ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
お
正
月
な
ら
で
は
の
縁
起
物
の
初
ア
メ
、

カ
ブ
、
だ
ん
ご
木
、
臼
、
だ
る
ま
な
ど
の
縁
起
物
を

買
っ
て
帰
る
の
が
慣
わ
し
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

カ
ブ
は
同
業
組
合
の
株
に
か
け
て
商
売
繁
盛
を
願

う
意
味
。
だ
ん
ご
木
は
ミ
ズ
キ
の
枝
に
色
と
り
ど
り

の
だ
ん
ご
の
ふ
な
せ
ん
べ
い
を
刺
し
た
も
の
で
、
豊

作
へ
の
願
い
を
込
め
て
い
る
そ
う
で
す
。
木
工
品
は

山
形
市
郊
外
の
特
産
品
で
す
。

一
・
四
キ
ロ
に
及
ぶ
目
抜
き
通
り
を
歩
行
者
天
国

に
し
て
、
通
り
の
両
側
に
毎
年
約
二
七
〇
も
の
店
舗

が
出
店
し
、
毎
年
二
〇
万
人
前
後
の
人
が
訪
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

正
月
の
雪
が
舞
う
中
、
び
っ
し
り
並
ん
だ
露
店
か

ら
威
勢
の
よ
い
売
り
声
が
響
き
、
家
族
連
れ
な
ど
で

ご
っ
た
返
す
昔
か
ら
残
る
風
景
の
ひ
と
つ
で
す
。
皆

様
も
是
非
『
山
形
初
市
』
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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御
殿
堰
内

全
て
の
店
舗
で
元元元元
旦旦旦旦
はははは
休休休休
商商商商
日日日日
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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十
二
月
三
一
日

九
時
半
～
十
八
時
迄

一
月
二
日

九
時
半
～
十
八
時
迄
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AAAA

CCCC
AAAA
SSSS
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十
二
月
三
一
日

十
時
～
十
六
時
迄

一
月
二
日

九
時
半
～
十
七
時
迄
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十
二
月
三
一
日

十
時
～
十
六
時
迄

一
月
二
日

九
時
半
～
十
七
時
迄

■■■■
CCCC
LLLL
AAAA
SSSS
SSSS
IIII
CCCC

CCCC
AAAA
FFFF
EEEE

十
二
月
三
十
日

十
一
時
半
～
二
十
三
時
半
迄

一
月
二
日

十
一
時
半
～

（
十
二
月
三
一
日
・
一
月
一
日

休
商
）
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AAAA
NNNN
OOOO
YYYY
AAAA

IIII
GGGG
EEEE
TTTT
AAAA

十
二
月
三
一
日

十
時
～
十
七
時
迄

一
月
二
日

十
時
～
十
七
時
迄
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二
〇
一
一
年
一
一
月
二
八
日
、
水
の
町
屋
七
日
町

御
殿
堰
は
第
二
五
回
「
公
共
の
色
彩
賞
」
環
境
色
彩

一
〇
選
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

『
公
共
の
色
彩
賞

環
境
色
彩
一
〇
選
』
は
、

環
境
や
景
観
に
お
け
る
色
彩
の
事
例
と
し
て
優
れ

て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
も
の
。

・
調
和
が
あ
り
、
美
し
さ
の
あ
る
色
彩
景
観

・
「
統
一
と
変
化
」
の
色
彩
バ
ラ
ン
ス
が
あ
る
景
観

・
「
安
全
性
と
快
適
性
」
の
あ
る
色
彩
計
画

・
地
域
色
の
特
徴
を
生
か
し
た
色
彩
環
境

・
日
本
の
伝
統
色
彩
環
境
の
保
持

を
審
査
基
準
と
し
て
選
定
さ
れ
ま
す
。

◆
審
査
講
評
◆

・
歴
史
的
景
観
を
活
か
し
た

中
心
市
街
地
の
街
づ
く
り

・
周
辺
の
現
代
的
景
観
と
の
対
比
が
面
白
い

・
再
生
さ
れ
た
土
木
遺
産
「
御
殿
堰
」
が
効
果
的

・
商
業
施
設
で
あ
る
が
市
民
の
憩
い
の
場

と
な
っ
て
い
る

と
い
う
点
が
評
価
さ
れ
、
環
境
色
彩
賞
一
〇
選
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

今後も、歴史的空間を活かした商業施設として、

憩いの場として。

皆さまに繰り返し訪れていただける場所であり続け

たいと願っております。

今後も宜しくお願い致します。

次号の発行は一月七日です。

来月も皆様と紙面でお会い

できるのを楽しみにしています。


